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　　〈　基本理念　〉

　コウミは、資源やエネルギーには限りがあることを認識し、環境に配慮することが

　次世代へつないでいくための使命ととらえ、環境関連法令等を遵守し、全従業員

　一人ひとりが環境保全に対する継続的な改善活動に取り組んでいく。

　　〈　行動指針　〉

　環境保全のために次の活動を実施し

　 　　①二酸化炭素排出量の削減

　　②水使用量の削減

　　③木くず排出量の削減

　　④化学物質使用量の削減

　　⑤コピー用紙購入量の削減

　 　　⑥地域貢献活動の推進

　この環境方針は全従業員に周知徹底し、環境保全の意識を高め、積極的に

　推進します。

制定日：2021年1月1日

　株式会社コウミ

　代表取締役社長　村田　善昭

１．環境経営方針

－　１　－



　　（１）名称及び代表者名

　　株式会社コウミ

　　代表取締役社長　村田　善昭

　　（２）所在地

　　〒752-0953　山口県下関市長府港町12番6号

　　（３）管理責任者及び担当者氏名並びに連絡先

　　環境管理責任者

　　　取締役　西嶋　浩志 TEL：083-246-1107

Mail：nishijima.hiroshi@koumi-co.jp

　　環境管理担当者 TEL：083-246-1107

　　　　　　　村田　二俊 Mail：murata.kazutoshi@koumi-co.jp

　　（４）事業内容

　　木製品製造業　、　金属加工業

　　（５）事業規模

　　2022年度実績

　　　売上金額　：　1,503,409（千円）

㈱コウミ 物流資材部 ㈱神戸製鋼所 丸一ステンレス

本社 北物流資材課 長府製造所 構内 鋼管㈱ 構内

従業員数 53名 5名 64名 67名 189名

延べ床面積 4583.20㎡ 1024.31㎡ － － 5607.51㎡

　　（６）事業年度

　　６月　～　５月

　　（７）認証・登録の対象範囲

　　本社及び物流資材部北物流資材課の全組織・全活動・全従業員

　　対象外事業所

　　　物流資材部長府物流資材課、アルミ加工品製造部第1部品加工課、同部第2部品加工課、

　　　ステンレス鋼管製造部試験課、同部検査課、同部第4製造課

　　　対象外事象所は、㈱神戸製鋼所長府製造所内及び丸一ステンレス鋼管㈱下関本社・

　　　下関事業所内にあり、共にISO14001を認証・登録済みであり、各事業所の指揮下で

　　　委託業務に従事している。

－　２　－

合計

２．組織概要



認証登録の範囲は、株式会社コウミ本社地区及び物流資材部北物流資材課の

全組織、全活動、全従業員とする。

※㈱神戸製鋼所長府製造所内事業所(物流資材部長府物流資材課、アルミ加工品製造部第1部品加工課、同部第2部品加工課)、

　丸一ステンレス鋼管㈱下関本社・下関事業所内事業所(ステンレス鋼管製造部試験課、同部検査課、同部第4製造課)

　・・・神鋼、丸一ともにISO14001の認証・登録済みであり、各事業所の指揮下で委託業務に従事している。

－　３　－

環境委員会

各製造部

３．組織図及び認証範囲

役割・責任・権限

方針の策定・全体の統括(評価と見直し)・資源の準備

システム全体の構築、運用、維持、代表者への報告

エコアクション21文書及び記録の作成・保管・委員会の運営

安全衛生会議にて3カ月に1度開催。環境目標の周知及び達成度の確認、取組状況の確認及び評価

各工程の管理、環境目標の周知と取組の推進。電力、ガソリン、及び軽油消費量提言の推進

役割分担表

代　表　者

環境管理責任者

エコアクション21事務局

第2部品加工課

搾り機班

所　　属

金属製品製造部 鉄工課

アルミ加工品製造部 第1部品加工課

検査課 第1検査係

第2検査係
第4製造課

曲げ管課

北物流資材課

長府物流資材課

ステンレス鋼管製造部 試験課

代　表　者

環境管理責任者

EA21事務局

環　境　委　員　会

総　務　部 総務課

安全環境課

品質管理課

物流資材部 本社物流資材課



注１：一般廃棄物（紙くず）、自社発生産業廃棄物は少ないので目標設定はせず、適正に管理します。 

注２：PRTR法対象化学物質の使用量は少ないので、適正に管理していきます。 

注３：水は丸一ステンレス鋼管㈱から定額で購入しておりメーターがなく数量が把握できないため

　　【水使用量】は「適正管理」を目標とする。

注４：木くず排出比率の削減とは、木くず排出量／木材購入量の比率です。

注５：二酸化炭素排出係数は0.636kg-CO2／kWh（中国電力平成30年度実績調整後排出係数）

1

４．環境経営目標

　　2022年度の環境目標及び中期環境目標

環境目標
単
位

基準年度

2021年度

2023年度 2025年度'21年6月～
'22年5月

2024年度

中期目標単年目標

二酸化炭素排出量の削減
kg-
CO2

156,654

153,521以下 150,388以下

（-1％） （-2％） （-4％）

155,087以下

（-2％）

3,861.37以下

（-3％）

151,954以下

④ ＬＰＧ使用量の削減 kg 205.6

203.5以下 201.5以下

5,682以下

② 軽油使用量の削減 ℓ 5,798

5,740以下

① 電力使用量の削減 kWh 207,300

205,227以下

（-3％）

5,566以下

（-1％） （-2％） （-4％）

5,624以下

（-3％）

203,154以下

2
木くず排出比率の削減
（月平均）

％ 19.43

19.24以下

（-4％）

18.85以下

（-3％）

（-4％）

③ ガソリン使用量の削減 ℓ 3,980.79

3,940.98以下 3,901.17以下 3,821.56以下

（-1％）

適正管理する

2022年度

6 会社周辺の清掃 回 1回/年 4回/年

（-1％） （-2％） （-4％）

5 化学物質使用量の削減 － 適正管理

4 コピー用紙購入量の削減 kg 833.0

3 水使用量の削減 ―

適正管理する

4回/年 4回/年

808.0以下

（-3％）

4回/年

適正管理

199,008以下

（-1％） （-2％） （-4％）

201,081以下

（-3％）

824.7以下 816.3以下 799.7以下

197.4以下

（-1％） （-2％） （-4％）

199.4以下

（-3％）

19.04以下

（-1％） （-2％）

18.65以下



実施状況　○：実行されている　　△：一部実行されている　　×：実行されていない

　　　　　－：判定できない、該当しない

是正処置の判断基準　：　英知を集めて、或いは、資金の投入を検討してでも“なんとかして改善したい”場合に

発行する。

化学物質使用量の削減 使用量が少量のため適正管理を実施した 使用全部署
環境
担当

○

11月：事務所1F　エアコンフィルターの清掃を実施した。

12月：事務所2F　エアコンフィルターの清掃を実施した。

1月：厚生棟　エアコンフィルターの清掃を実施した。

2月：第一会議室　エアコンフィルターの清掃を実施した。

－　５　－

目標 活動内容 対象 管理者
評価結果

2022年度

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

1
電力使用量の
1％削減

1 休憩時間や不要時は照明を消す 工場

4 エアコンを適正温度（夏26℃、冬22℃）に設定する 事務所、厚生棟

7

○

5 定期的にエアコンのフィルターを清掃する 事務所、厚生棟 ○

6 冬季以外は給湯器を停止する 事務所、厚生棟 ○

環境
担当

○

2 休憩時間や不要時は照明、エアコンを消す 事務所 ○

3 不要時は照明、エアコンを消す 厚生棟 ○

○

3 アイドリングストップをする
構内車、社用
車、ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ

○

ブラインドを活用して熱効率を上げる 事務所 ○

1 定期点検と整備を実施する
構内車、社用
車、ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ

環境
担当

○

4 省エネ運転をする
構内車、社用
車、ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ

○

3
ガソリン使用
量
の1％削減

1 定期点検と整備を実施する 構内車、社用車

環境
担当

2
軽油使用量の
1％削減

○

2 タイヤの空気圧をチェックする 構内車、社用車 ○

3 アイドリングストップをする 構内車、社用車 ○

4 省エネ運転をする 構内車、社用車 ○

2 タイヤの空気圧をチェックする
構内車、社用
車、ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ

木くず排出量削減 歩留まりを向上させる 本社物流資材課
担当
部長

○

水の使用量削減 手洗い時、洗顔時に無駄な水は止める 洗面所
環境
担当

○

環境
担当

５．環境経営計画

　　2022年度の環境活動計画とその実施状況の判定結果

メモ
(実施内容、変化点、

異常など）

○

会社周辺の清掃 国道2号線沿い、会社フェンス沿いのゴミを拾う 全員
環境
担当

○

コピー用紙購入量の
削減

1 会議体のペーパーレス化 全部署

4
LPG使用量の
1％削減

節水を実施する。給湯器を冬季以外は停止する 事務所、厚生棟
環境
担当

○

○

2 メールを活用して印刷物をなくす 全部署



注1：判定基準　◎：削減率　△10％超えの削減、○：削減率　△10％以下～0％の削減

　　　　　　　  △：0％超え～10％以下の増加、×：削減率　10％超えの増加

注2：一般廃棄物（紙くず）、自社発生産業廃棄物は少ないので目標設定はせず、適正に管理します。 

注3：PRTR法対象化学物質の使用量は少ないので、適正に管理していきます。 

注4：水は丸一ステンレス鋼管㈱から定額で購入しておりメーターがなく数量が把握できないため

　　【水使用量】は「適正管理」を目標とする。

注5：木くず排出比率の削減とは、木くず排出量／木材購入量の比率です。

　　　2022年木くず排出量227.48t、木材購入量2071.42t

　　　木くず排出量及び木材購入量は、本社物流資材課+北物流資材課／一括把握しています。

注6：二酸化炭素排出係数は0.636kg-CO2／kWh（中国電力平成30年度実績調整後排出係数）

2021年度

207,300

205,227以下

1 二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 156,654

155,087以下

環境目標
単
位

基準年度
2022年度

164,898 △

（-1％）

'21年6月～
'22年5月 判定

'22年6月～'23年5月

目標 実績

－　6　－

△

（-1％）

219,317

適正管理
する

◎

（-1％）

5,154.00

◎

（-1％）

2
木くず排出比率の削減
（月平均）

％ 19.43

19.24以下

10.98

×

（-1％）

① 電力使用量の削減 kWh

4回/年 ○6 会社周辺の清掃 回 1回/年 8回 4回/年

適正管理した

4,964.60

○

（-1％）

199.1④

② 軽油使用量の削減 ℓ 5,798.13

5,740以下

③ ガソリン使用量の削減 ℓ 3,980.79

3,940.98以下

６．環境経営目標と実績

　　2022年度の環境経営目標及び実績

5 化学物質使用量の削減 － 適正管理

△851.0

3 水使用量の削減 ― 適正管理 適正管理した
適正管理

する

（-1％）

4 コピー用紙購入量の削減 kg 833.0

824.7以下

ＬＰＧ使用量の削減 kg 205.6

203.5以下



１．電力使用量の削減 （１） 照明の管理

①工場の照明は、休憩時間及び作業場に人が居ない等、照明が不要な時は

　消灯する。

②厚生棟の照明は、休憩時間以外及び厚生棟に人が居ない等、照明が不要な

　時は消灯する。

※休憩時間：10:00～10:10、12:00～12:40、15:00～15:10

③事務所の照明は、お昼の休憩時間（12:00～12:40）及び不要な

　場所は消灯する。

（２） 冷暖房機器の管理

冷暖房の使用期間は、夏季6月～9月、冬季11月～2月とする

①事務所及び厚生棟内の室温は、夏季26℃±2、冬季22℃±2で設定する

②冷暖房を使用する部署は、使用している場所から作業者が離れる場合等、

　冷暖房機器が不要時は電源を落とす。

③フィルターが付いている冷暖房機器を使用している部署は、使用期間中

　1回／月の頻度でフィルターを清掃する。

④事務所1階のエアコン6台に節電用フィルターを設置する。

⑤④で設置したエアコン毎に設置前後の電力量を調査し、効果が見込まれる

　場合は、他のエアコンへの設置を検討する。

（３） その他

①室外機の設置状況を必要に応じて改善する。

　夏：直射日光を避ける、冬：直射日光を当てる

２．軽油及びガソリン使用量の削減 （１） 車輛の管理

①各車輌の使用前に点検表の項目に沿って点検を実施する。

※月初にタイヤ空気圧が製造メーカー推奨の数値になっているか点検する。

（２） ①車輛を運転する作業者に対して、エコドライブ(省エネ運転)に関する

　教育を実施する。

②車輛毎に月初、月末の走行距離(フォークリフトは稼働時間)及び燃料の

　給油量を把握し燃費を調査する。

３．LPG使用量の削減 ①事務所及び厚生棟の給湯器は冬季(11月～2月)のみ使用する。

４．木くず排出比率の削減 ①切断工程で発生した端材の有効利用

５．水使用量の削減 ①事務所、厚生棟、トイレの手洗い場等、節水を行なう。

６．コピー用紙購入量の削減 ①議事録等、記録を残すものが必要なものについてデータで保管可能な

　ものを部署毎に検討しデータ保管を推進する。

７．化学物質使用量の削減 ①現在使用しているものから代替品へ仕様変更が可能か検討を行なう。

８．会社周辺の清掃 ①毎月の清掃活動に会社周辺の清掃計画を織り込んで実施する。

９．社独自の活動 ①事務所、厚生棟、工場で使用しているエネルギー(電気・ガス・ガソリン・

　軽油)使用状況、管理体制、省エネに関する取組状況等の診断を実施する。

②エコアクション21における活動内容の実施状況を確認する。必要に応じて

　アドバイスを行ない、活動の活性化を図る。

環境活動目標 次年度の取組

７．次年度環境経営計画

－　7　－



　　環境関連法規等の一覧及びそれらの遵守状況を確認した結果、環境関連法規への違反はありませんでした。

　尚、関係当局よりの違反の指摘、利害関係者からの訴訟等もありませんでした。

１．水質汚濁 ・浄化槽法

２．騒音 ・騒音規制法

３．化学物質 ・消防法

・PRTR法

４．廃棄物 ・廃棄物処理法

・家電リサイクル法

・自動車リサイクル法

５．地球環境保全・省エネ等 ・フロン排出規制法

・地球温暖化対策の推進に関する法律

６．土地利用 ・工場立地法

　　私たちは、「資源やエネルギーには限りがあることを認識し、環境に配慮することが次世代につないでいくための

　使命であるととらえ、環境関連法令等を遵守し、全従業員一人ひとりが環境保全に対する継続的な改善活動に取り組んで

　いく。」ことを基本理念とし、エコアクション21に取組み始めて3年が経過しました。

　　この活動結果として、少しづつではありますが、一定の成果が出てきていることが確認できています。

　　しかしながら、「全従業員一人ひとりが環境保全に対する継続的な活動に取り組む」という点においては、まだ、

　各人に浸透してなく、引き続き、環境保全に対する継続的な活動に関する意識付けが必要と考えます。

　　2023年度も引き続き、各環境目標において達成できていた項目については継続的な活動へ取り組み、達成できてない

　項目については少しづつ削減できるように努めて参ります。そしてその結果として、全員参加で活動が出来たという

　結果が得られる事を望みます。

　

８．環境関連法規への違反訴訟の有無

区分

－　8　－

法規名 遵守評価

○

○

○

○

９．代表者による全体の評価と見直し・指示

○

○

○

○

○

○


